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研究成果の概要（和文）：本研究は、ミクロな地域研究の視座からアフリカで最も紛争が長期化したアンゴラ農
村社会に焦点を当て、地域住民が歴史的に構築してきた社会経済的諸活動を明らかにした。これによって、紛争
後のアフリカ農村社会で内生する社会統合の様態をより具体的かつ多角的に考察した。アンゴラの農村社会は紛
争後16年が経過してもなお帰還民らが社会関係を構築しがたい状況にあった。その原因として紛争中に多くの農
村が長期にわたり縮小や消滅を経験したことが指摘された。ここでの生計活動は、人道支援を活用して脆弱な社
会関係を補完することが特徴であった。以上について国内外の学会、論文や書籍としてまとめ成果公開をおこな
った。

研究成果の概要（英文）：Prolonged colonialization and conflicts have left significant marks on 
contemporary rural Southern Africa and have affected mobility in particular. Rural communities have 
been recurrently disrupted and reconstructed by these encounters and movements and by external and 
national development projects, endeavours of government and international agencies, and through 
local dynamics. Because local communities have different types of lives, marked by multiple and 
highly shifting strategies, it is not possible to describe categorically a single shared experience 
of colonialization or of war in the Southern African region, nor can one say that developmental 
projects affect the rural population equally. This study focused on not only the features of a 
variety of mobilities in rural contexts, but also on the practices and strategies adopted by the 
local populations to reconstruct their relationships locally, with the state and with the global 
sectors after conflict. 

研究分野： 地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
アフリカで最も紛争が長期化したアンゴラ農村での流動性と生計活動に関する特徴を明らかとした本研究は、今
日もなお紛争が絶えないアフリカ社会に関するミクロレベルでの研究に対し新たな知見をもたらし学術的意義が
高い。また、難民出身国と受け入れ国双方の状況を比較し、人道支援を活用した長期的な生計変化と社会的紐帯
との関連性の深さを提示した点で、世界的に注目される長期化難民への人道支援の波及効果を前向きに評価でき
ることは社会的意義の高いものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
アフリカ紛争後社会における帰還民の社会への再統合は、平和構築や国家形成、民主化の問 
題と関わる重要な課題であるが、成功しているとは言い難い。この課題に関する先行研究で 
は、外部社会によるトップダウンの政治経済介入によって紛争後の社会統合を目指す国際レ 
ジームを反映し、アフリカ社会で紛争後も依然混乱が継続する原因解明や現状解題がなされ 
てきた（水田 2012、武内 2009）。これら先行研究では、政治学、国際関係学、開発学等の 
分野から紛争後の社会統合プロセスに焦点があてられており、現地のローカルな社会文化を 
考慮するミクロレベルの学際的研究の蓄積が薄い。また 1990 年代以降紛争が多発した国単位 
の事例研究が多く、アフリカ社会が国境横断的な社会経済的紐帯をローカルレベルで歴史的 
に再編してきた実情を十分に考慮していない。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、アフリカで最も紛争が長期化したアンゴラと隣国ザンビアの国境一帯に住む焼畑農
耕民（以下アンゴラ移住民）を対象として、ミクロな地域研究の視座から外部介入に頼らない
社会関係の再構築と生計活動の再編をローカルで内生的な社会統合プロセスとして明らかにす
るものである。つまり本研究は、従来の国際的レジームに沿った紛争後の社会統合のプロセス
に関する研究に対して、必ずしもトップダウンの社会統合策には対抗しえない、紛争後のアフ
リカ地域社会で内生するミクロな社会統合プロセスの動態を提示する実証的研究として位置づ
けられる。 
 
３．研究の方法 
本研究は、アフリカの紛争後社会におけるミクロレベルでの社会統合の動態を国や地域を越え
た社会関係と生計活動との関連をフィールドワークで得られる情報資料をもとに歴史的観点か
ら検討した。そしてその結果を踏まえ、マクロな視点からだけでは解明しえない新たな紛争後
のアフリカにおける社会統合のあり方を提示することを試みた。そのため、これまで調査をす
すめてきた南部アフリカのザンビアとアンゴラ国境地帯を対象に、(1）国内外の関連施設で各
種資料を収集し、植民地期以降今日までの政治経済動向や住民の社会関係・生計活動に関わる
資料を分析、(2）ザンビア・アンゴラにてフィールドワークをおこない、アンゴラ移住民の社
会関係や生計活動の変化を調査、(3）研究会や情報交換会を実施し、他地域の事例と本研究で
得られた知見とを比較し、本研究の事例を相対化、(4）学会・論文執筆等による成果公開、を
おこなった。 
 
４．研究成果 
アンゴラの農村社会は、ザンビアに比べて移動性が非常に高いことが明らかになった。これに
ついてさらに分析をすすめたところ、その原因の一つが紛争中に多くの農村が長期にわたり縮
小や消滅を経験しており、紛争後に帰還した帰還民らが紛争後 16 年が経過してもなお農村にお
ける社会関係を構築しがたい状況にあることがわかった。 
紛争後アンゴラ東部に住むンブンダの人びとがとげた社会文化の変化を分析したところ、アン
ゴラ東部にザンビアから帰還したンブンダは、日常生活のなかで困難をかかえていた。彼らの
脆弱な社会経済基盤を支えているのは、緊急人道支援で配布された改良作物であり、それには
避難生活で慣れ親しんだ味や調理法が関係していることが明らかとなった。 
また、南部アフリカのアンゴラと国境を接するザンビアには、19世紀以降、アンゴラからの民
族集団が移動を繰り返してきた。20世紀中葉から始まったアンゴラでの紛争で発生した難民に
注目しながら、これまで明らかにされてこなかった紛争前後の南部アフリカ農村の現代史を国
内外の資料とともに分析したところ、流動的な生活を余儀なくされるなかで、移動先社会での
政治経済的ニッチを獲得してく人びとの営みが明らかとなった。 
この現状の比較分析のために必要な補足的情報資料について、国内外の関連機関で補足的な資
料を収集するとともに、関連する研究者や NGO 関係者、政府関係者らとともにアフリカ紛争後
社会の統合に関する情報交換をおこなった。その成果は、その場で共有し現地へ還元するとと
もに、国内外での学会発表を通じて、研究成果の公開をおこなった。 
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